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業務名

円

一金 内訳 業 務 価 格 円

消費税等相当額 円

１　施行の理由

２　業務の概要

調査箇所 74 箇所

澄川地区雪堆積場
　・雪堆積場内 3 地点
　・沈砂池内 1 地点
　・土壌溶出量調査 2 検体
　・土壌含有量調査 4 検体

３　履行期間

４　仕様書及び分析方法

　契約締結日から令和3年（2021年）10月1日まで

　別添のとおり

令和３年度雪堆積場環境調査業務

業 務 委 託 費

業　務　説　明

札  幌  市

  雪堆積場の融雪水及び融雪残渣による土壌の分析試験を行い、雪堆積場の状
況及び環境への影響について調査する。

（１）水質試験

（２）土壌試験

（３）取りまとめ及び考察



１　業務目的

雪堆積場の融雪水及び融雪残さによる土壌の分析試験を行い、雪堆積場の状況及び
　　 環境への影響について調査する。

２　水質試験（雪堆積場融雪水）

　　（１）調査箇所
別紙１「令和３年度　雪堆積場融雪水水質調査箇所図」による。

　　（２）調査内容
上記の雪堆積場から公共用水域に流出する融雪水を採水し、分析試験を行う。
また、道河川及び市河川については、河川水を採水し、分析試験を行う。

　　（３）調査回数
別紙２「令和３年度　雪堆積場融雪水水質調査箇所一覧表」による。（74箇所135検体)

調査名 水質試験(1) 水質試験(2)

総回数 63 30
調査名 水質試験(3) 水質試験（4） 合計
総回数 8 34 135

　　（４）採水時期（下記を基本とするが、詳細時期については別途協議とする。）

　・水質負荷が最も高くなる時期（業務期間終了の１ヶ月から２ヶ月前程度）に採水する。

　・水質負荷が最も高くなる時期（業務期間終了の１ヶ月から２ヶ月前程度）に採水する。
　・１回目の採水については別途協議する。

　・４月下旬、５月上下旬に採水する。

　・南22条橋上下流左岸については、2箇所（上流側、下流側）にて採水する。
水質試験(3)【精進川（調査回数4回）】
　・４～７月中に各月１回採水する。
　・澄川地区雪堆積場を挟んでの採水とし、詳細箇所は、別途協議を行うものとする。
水質試験(4)【道河川敷地雪堆積場（調査回数2回）】
　・４月中、５月中に採水する。
　・雪堆積場を挟んでの採水とし、詳細箇所は、別途協議を行うものとする。

　　（５）採水方法
雪堆積場から公共用水域に流出する箇所とし、複数箇所ある場合はもっとも流量の多い
１地点から採水する。合わせて簡易的な流量観測も実施する。

　　（６）分析試験項目及び方法
ア．水質試験（１）【一般地】

水素イオン濃度（ｐH) ガラス電極法
浮遊物質量（SS) ろ過重量法
ｎ-ヘキサン抽出物質 抽出分離重量法
電気伝導率 白金黒電極法
濁度 透過光式測定法

仕　様　書

水質試験(1)_1【一般地雪堆積場（調査回数１回）】

水質試験(1)_2【一般地雪堆積場の内、水道水源に係る箇所（調査回数2回）】

水質試験(2)_1【国河川敷地雪堆積場（調査回数3回）】

水質試験(2)_2【国河川敷地雪堆積場（調査回数1回）】
　・４月に採水する。

分析項目 分析試験方法



イ．水質試験（2）【国河川敷地雪堆積場】

水素イオン濃度（ｐH) ガラス電極法
生物化学的酸素要求量（BOD） よう素滴定法
化学的酸素要求量（COD) １００℃ＫＭｎＯ４法
浮遊物質量（SS) ろ過重量法
大腸菌群数 最確数による定量法
ｎ-ヘキサン抽出物質 抽出分離重量法
電気伝導率 白金黒電極法
濁度 透過光式測定法

ウ．水質試験（3）【精進川】

水素イオン濃度（ｐH) ガラス電極法
溶存酸素量（DO） よう素滴定法
生物化学的酸素要求量（BOD） よう素滴定法
化学的酸素要求量（COD) １００℃ＫＭｎＯ４法
浮遊物質量（SS) ろ過重量法
大腸菌群数 最確数による定量法
全窒素(T-N) ﾍﾟﾙｵｷｿ二硫酸ｶﾘｳﾑ分解紫外線吸光光度法
全リン(T-P) ﾍﾟﾙｵｷｿ二硫酸ｶﾘｳﾑ分解ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸青法
ｎ-ヘキサン抽出物質 抽出分離重量法
電気伝導率 白金黒電極法
濁度 透過光式測定法

エ．水質試験（4）【道河川敷地雪堆積場】

水素イオン濃度（ｐH) ガラス電極法
溶存酸素量（DO） よう素滴定法
生物化学的酸素要求量（BOD） よう素滴定法
浮遊物質量（SS) ろ過重量法
大腸菌群数 最確数による定量法
ｎ-ヘキサン抽出物質 抽出分離重量法
電気伝導率 白金黒電極法
濁度 透過光式測定法

　　（７）その他
各雪堆積場から提出された透視度調査表を整理して報告書に添付する。

３　土壌試験（澄川地区）

　　（1）調査箇所
　　　　澄川地区雪堆積場内

　　（２）調査内容
　　　　上記の雪堆積場から土壌および融雪残渣を採取し、分析試験を行う。

　　（３）調査回数
　　　　澄川地区雪堆積場内３地点および沈砂池内１地点の計4地点を融雪後に1回行う。
　　　　調査時期等については、別途協議の上、決定するものとする。

　　（４）試 料 採 取 方 法
①雪堆積場内採取方法

②沈砂池内採取方法
　沈砂池内の融雪残渣物を採取する。

分析試験方法

1

分析項目

土壌含有量調査

42
沈砂池内 1
雪堆積場内

合　　　計

　１地点毎に、５地点混合法により試料を採取する。 採取深度は地表面下１
５ｃｍとし、５地点の１箇所の採取量は１００ｇ以上とする。

分析項目

分析項目

分析試験方法

3
1

調査名

分析試験方法

土壌溶出量調査



　　（５）分析試験項目およびその方法

ア．土壌溶出量試験

アルキル水銀（R-Hg）

イ．土壌含有量試験

４　とりまとめ及び考察並びに対策検討について

① 各雪堆積場の現場状況、融雪水の流れ、沈砂池の状況等を調査し、とりまとめる。
② 分析結果のとりまとめ及び考察を行い、雪堆積場の融雪水が公共用水域に及ぼす影響を
予測し、対策を検討する。

③ 各雪堆積場の沈砂池の状況等を評価する。
④ 各雪堆積場の透視度調査結果および当該業務の実測値から透視度と濁度・SSとの相関性
及び換算式を算出する。

⑤ 澄川地区雪堆積場の融雪残渣の分析結果のとりまとめ及び考察を行い、周辺環境に及ぼ
す影響を予測し、対策を検討する。また、過年度結果と比較を行い、傾向を分析する。

四塩化炭素

1、2ジクロロエタン

分析試験方法については、平成１５年３
月６日環境省告示第１8号「土壌溶出量
調査に係る測定方法を定める件」によ
る。

六価クロム（Cr Ⅵ）

　 分　析　 項   目

ヒ素(As)

鉛（Ｐｂ）

トリクロロエチレン（ＴＣＥ）

ポリ塩化ビフェニール（ＰＣＢ）

テトラクロロエチレン（ＰＣＥ）

1、1、1トリクロロエタン

1、1、2トリクロロエタン

総シアン（ＣＮ）

フッ素

ヒ素（Ａｓ）

鉛（Ｐｂ）

総水銀（Ｔ-Ｈｇ）

カドミウム（Ｃｄ）

フッ素

ホウ素

ホウ素

１０５～１１０℃乾燥法

セレン

総シアン（CN）
分析試験方法については、平成１５年３
月６日環境省告示第１９号「土壌含有量
調査に係る測定方法を定める件」によ
る。

含 水 比

六価クロム（Ｃｒ（ＶＩ））

カドミウム（Ｃｄ）

チウラム

1、4ジオキサン

1、3ジクロロプロペン（Ｄ-Ｄ）

　 分　析　 項   目

1、1ジクロロエチレン

シス1、2ジクロロエチレン

ベンゼン

分 析 試 験 方 法

ジクロロメタン

シマジン（ＣＡＴ）

分 析 試 験 方 法

有機リン（ＥＰＮ）

クロロエチレン

ガスクロマトグラフ質量分析法

チオベンカルブ(ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ)

総水銀（Ｔ-Ｈｇ）

セレン



５　一般的事項

  （１）  本仕様書に記載のないことで、調査中、必要の生じた事項については、発注者の指示により
　　　　 行うものとする。

  （２）  調査中の安全については、受託者の責任において万全を期し、発注者に一切の迷惑をかけ
 　　　　てはいけない。

  （３）  この仕様書に明示されていない事項については、委託者の指示による。ただし、このときに
　　　　 要する経費等については別途協議する。

  （４）  委託者は、必要があると認めるときは、設計図書又は業務に関する指示の変更内容を
 　　　　受託者に通知して、設計図書等を変更することができる。この場合において、委託者は、
 　　　　必要があると認められるときは、履行期間若しくは委託料を変更することができる。

６　成果品

    本業務の受託者は、本調査の成果品として次のものを提出すること。

  （１）　報　告　書     　　　         それぞれ ３部（１部は電子媒体とする）

          内容には次の各項目を含むものとする。
　　　　　　○水質調査に関する報告書
     　　   　・調査内容および方法
              ・調査結果表
              ・対策の検討
              ・雪堆積場状況・現場作業状況等の各種写真および雪堆積場状況の図面
              ・流量観測結果
              ・透視度調査結果とりまとめ
　　　　　　○土壌調査に関する報告書
　　　　　　　・調査内容および方法
　　　　　　　・調査結果表
　　　　　　　・調査結果に対する評価

  （２）　濃 度 計 量 証 明 書        一式



令和３年度 雪堆積場融雪水水質調査箇所図

第一新川橋下流左岸手稲

新 琴 似 ５ 番北

澄 川 南 地 区豊平

五輪大橋上流右岸南

前 田 地 区手稲

上 篠 路 第 ２ 地 区北

厚 別 融 雪 槽 隣 地厚別

前 田 第 ２ 地 区西

拓 北 地 区北

駒 岡 地 区南

藤 野 地 区南

厚 別 地 区厚別

北 野 橋 上 流 両 岸清田

真 栄 地 区清田

白 旗 山 地 区清田

白 旗 山 第 ２ 地 区清田

山 口 東 地 区手稲

手 稲 山 口 地 区手稲

開 栄 橋 下 流 左 岸白石

南 真 駒 内 地 区

簾 舞 地 区南

清田

5km

10km

大 曲 地 区厚別

有 明 第 2 地 区清田

新 琴 似 ５ 番 西北

屯 田 西 部 地 区北

石 狩 新 港 西 地 区手稲

豊水大橋上流右岸白石

五 輪 大 橋 下 流 左 岸南

澄 川 地 区南

白 旗 山 第 ３ 地 区清田

真 栄 芙 蓉 地 区清田

清田 有 明 地 区

もみじ台南地 区厚別
藻 岩 橋 下 流 右 岸豊平

西 福 井 地 区

五輪大橋上流 左岸中央

豊平 月 寒 東 地 区

五 天 山 地 区西

南 沢 地 区南

新 琴 似 ８ 横北

五 輪 大 橋 下 流 右 岸豊平

石 山大橋上 流右岸南

真 栄 地 区清田

凡 例

区

区

市、区界

マルチ界

日中開設地区

市専用

24時間開設地区

夜間開設地区

融雪施設

マルチ管理

民活型

藻 南 橋 上 流 左 岸南

モエレ公園南地区東

東 雁 来 第 2 地 区白石

新 琴 似 ３ 番北

発 寒 地 区西

新 琴 似 ６ 番北

豊平 月 寒 東 第 2 地 区

中央 盤 渓 地 区

環状北大橋下流右岸白石

森林公園橋下流右岸西

前 田 第 ３ 地 区手稲

屯 田 地 区北

上 篠 路 地 区東

モ エ レ 地 区東
雁来大橋下流左岸東

山 本 地 区厚別

厚 別 橋 下 流 左 岸白石

モ エ レ 東 地 区東

真 駒 内 第 ２ 地 区豊平

拓 北 第 ２ 地 区北

平 和 地 区西

小 金 湯 地 区南

盤 渓 東 部 地 区中央

中央 南 22条橋下流右岸

南22条橋上下流左岸中央

西 野 平 和 地 区西

平 和 第 ２ 地 区西
南 七 条 大 橋 上 流 右 岸中央

雁来大橋下流左岸第 2中央

西 岡 第 ２ 地 区豊平

ミュンヘン大橋下流右岸豊平

石 狩 市 緑 苑 台 地 区北

別紙１



別紙２

雁来大橋下流左岸第２ 北海道ロードメンテナンスほか８社道路維持除雪JV 国河川 (2)_1 3 5/31

南七条大橋上流右岸 北海道ロードメンテナンスほか８社道路維持除雪JV 国河川 (2)_1 3 5/31

南22条橋上下流左岸 舗道工業ほか５社道路維持除雪JV 国河川 (2)_2 2 4/30

五輪大橋上流左岸        札建送ほか３社道路維持除雪JV 道河川 (4) 1 5/31

南22条橋下流右岸 札建送ほか３社道路維持除雪JV 国河川 (2)_2 1 4/30

盤渓地区 野田・ソリトン特定JV 一般地 (1)_2 2 7/31 ○

盤渓東部地区 札幌建設運送㈱ 一般地 (1)_2 2 6/30 ○ ○

7箇所

屯田西部地区 道路工業ほか７社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 6/30

拓北地区 道路工業ほか７社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 8/31 ○

屯田地区 一二三北路ほか９社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 6/30

新琴似５番西 一二三北路ほか９社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 6/30

新琴似６番 一二三北路ほか９社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 6/30

新琴似５番 創建ほか10社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 6/30

新琴似３番 創建ほか10社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 6/30

新琴似８横 創建ほか10社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 7/31

上篠路第２地区 共同・丸新特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30

拓北第２地区 テクノ・共立・大東・日本ﾏｰｷﾝｸﾞ特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30

石狩市緑苑台地区 北創・一二三北路・丸輝特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30

11箇所

モエレ公園南地区 北舗ほか12社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 7/31

雁来大橋下流左岸 安田興業ほか９社道路維持除雪JV 国河川 (2)_1 3 5/31

上篠路地区           丸彦渡辺・東舗特定JV 一般地 (1)_1 1 7/31

モエレ地区          大同・中大・岩田地崎・板谷特定JV 一般地 (1)_1 1 7/31 ○

モエレ東地区 市川　三綱・光和　楠木特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30

5箇所

豊水大橋上流右岸 道央舗道ほか11社道路維持除雪JV 国河川 (2)_1 3 5/31

開栄橋下流左岸 道央舗道ほか11社道路維持除雪JV 道河川 (4) 3 5/31

厚別橋下流左岸           道央舗道ほか11社道路維持除雪JV 道河川 (4) 3 5/31

東雁来第２地区 丸栄山下建設ほか10社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 4/30

環状北大橋下流右岸 丸栄山下建設ほか10社道路維持除雪JV 国河川 (2)_1 3 5/31

5箇所

山本地区           タイヨウほか４社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 6/30

厚別融雪槽隣地           北日本重機ほか８社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 7/31 ○

厚別地区           北日本重機ほか８社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 6/30

大曲地区 開発運輸・日本国土・拓友道路・里塚特定JV 一般地 (1)_1 1 7/31

もみじ台南地区 ケンウン・北日本・佐興・柴田特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30

5箇所

月寒東地区 北海道ニチレキ工事ほか10社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 7/31

月寒東第２地区 北海道ニチレキ工事ほか10社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 7/31

藻岩橋下流右岸 道路工業ほか11社道路維持除雪JV 国河川 (2)_1 6 5/31

五輪大橋下流右岸         道路工業ほか11社道路維持除雪JV 道河川 (4) 1 5/31

ﾐｭﾝﾍﾝ大橋下流右岸 道路工業ほか11社道路維持除雪JV 国河川 (2)_1 6 5/31

澄川南地区           水谷・藤井・大伸・内村・光輝特定JV 一般地 (1)_1 1 8/31

真駒内第２地区 宮浦・宮田・園建・北海道ライン特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30 ○

西岡第２地区 丸栄山下・杉原・北央道路特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30

8箇所

真栄地区           道央環境ほか９社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 6/30

北野橋上流両岸           道央環境ほか９社道路維持除雪JV 道河川 (4) 6 5/31

真栄芙蓉地区 開発運輸・坂井・鈴木東建特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30

白旗山第３地区           ノースロード㈱ 一般地 (1)_1 1 6/30 ○

有明地区 ㈱東陽工業 一般地 (1)_1 1 6/30

有明第２地区 新立大一・山王・北土・公清特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30

白旗山第２地区           真栄・松平・園建・南香園特定JV 一般地 (1)_1 1 7/31 ○

白旗山地区           丸エム南・新太平洋・ST特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30 ○

8箇所

石山大橋上流右岸         中定ほか８社道路維持除雪JV 道河川 (4) 4 5/31

五輪大橋上流右岸  中定ほか８社道路維持除雪JV 道河川 (4) 1 5/31

藻南橋上流左岸 中定ほか８社道路維持除雪JV 道河川 (4) 4 5/31

小金湯地区 中定ほか８社道路維持除雪JV 一般地 (1)_2 2 7/31 ○ ○

五輪大橋下流左岸         岡本ほか13社道路維持除雪JV 道河川 (4) 1 5/31

一般地 (1)_1 1

市河川 (3) 8

南沢地区 岡本ほか13社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 7/31 ○

藤野地区           浅野・豊松吉特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30

駒岡地区           (有)ソニア工栄 一般地 (1)_1 1 6/30 ○

簾舞地区 南輝・おおしま特定JV 一般地 (1)_2 2 6/30 ○

真駒内地区 南輝建設㈱ 一般地 (1)_1 1 6/30

11箇所

厚
別
区

豊
平
区

清
田
区

南
区

澄川地区           岡本ほか13社道路維持除雪JV

中
央
区

北
区

東
区

7/31

白
石
区

令和３年度 雪堆積場融雪水水質調査箇所一覧表

管
理
区

雪堆積場名 受託業者 形態
水質試験
(1)～(4)

水質試験
検体数

業務期間 自然融雪
水道

水源上流



別紙２

令和３年度 雪堆積場融雪水水質調査箇所一覧表

管
理
区

雪堆積場名 受託業者 形態
水質試験
(1)～(4)

水質試験
検体数

業務期間 自然融雪
水道

水源上流

五天山地区 佐野重機ほか６社道路維持除雪JV 一般地 (1)_2 2 6/30 ○

発寒地区 ソリトンほか10社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 6/30

森林公園橋下流右岸 ソリトンほか10社道路維持除雪JV 道河川 (4) 4 5/31

平和第２地区 ㈱坂ノ下興業 一般地 (1)_2 2 6/30 ○

福井地区           北陽・北海道ロード・佐野特定JV 一般地 (1)_2 2 6/30 ○

前田第２地区 八甲・丸源三上特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30 ○

平和地区 ㈱ 坂ノ下興業 一般地 (1)_2 2 6/30 ○

西野平和地区 花井・HCD・勇特定JV 一般地 (1)_2 2 6/30 ○

8箇所

第一新川橋下流左岸 東海建設工業ほか７社道路維持除雪JV 道河川 (4) 6 5/31

石狩新港西地区 舗栄ほか６社道路維持除雪JV 一般地 (1)_1 1 7/31 ○

前田地区 丸源三上・八甲・北造コン特定JV 一般地 (1)_1 1 7/31 ○

手稲山口地区 大泉組・大八拓殖工業特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30

前田第３地区 スペース・勇・日本庭園特定JV 一般地 (1)_1 1 7/31 ○

山口東地区 大八拓殖・東海建設・全幸特定JV 一般地 (1)_1 1 6/30

6箇所

全区 135 15 9

箇所数 検体数

一般地 54 (1)_1 45

国河川 9 (1)_2 18

道河川 11 (2)_1 27

合計 74 (2)_2 3

(3) 8

(4) 34

合計 135

西
区

手
稲
区

合計 74 箇所



名称 工種 種別 単位 単価 金額 摘要

1 第１号内訳書

1 第２号内訳書

1 諸経費算出調書

1 第３号内訳書

1 諸経費算出調書

1 諸経費算出調書

1 10%

札  幌  市

本　業　務　費　内　訳　書

委託費

式

式

式

式

解析業務

その他原価

一般管理費等

計

取りまとめ
及び考察

並びに対策検討

消費税等
相当額

計

式

業務価格

業務委託費

調査業務価格

諸経費

解析業務価格

直接調査費

数量

式現地調査業務調査業務

式室内試験業務



一金 円

打合せ 第1回・成果品納品時 1 単算１
合計2回

採水作業 流量観測含む 135 単算２
5回/日程度

土壌採取 澄川地区1回 1 単算３

直接人件費計

電子成果品作成費 1 単算４

旅費交通費 1 単算５

直接費計

金額 摘要

回

式

式

現地調査業務一式内訳書

単価

第１号内訳書

数量

式

札　幌　市

名称 形質 単位

回



一金 円

水質試験（1） 一般地 63 単算６

水質試験（2） 国河川敷地 30 単算７

水質試験（3） 市河川敷地 8 単算８

水質試験（4） 道河川敷地 34 単算９

土壌溶出量試験 澄川地区 2 単算１０

土壌含有量試験 澄川地区 4 単算１１

計

検体

検体

札　幌　市

検体

金額 摘要

室内試験業務一式内訳書

検体

数量 単価単位名称 形質

第２号内訳書

検体

検体



一金 円

取りまとめ及び考察 一般地、河川敷地 74 単算１２
並びに対策検討 水質調査・分析

取りまとめ及び考察 土壌分析 1 単算１３
並びに対策検討

直接人件費計

取りまとめ及び考察並びに対策検討

摘要

第３号内訳書

箇所

数量形質 単位

箇所

金額単価

札　幌　市

名称



1 打合せ 式 円 ※打合せ協議回数は第１回・成果品納入時の２回とする。

測量主任技師 人 × = 円

測量技師 人 × = 円

計 円

2 採水作業 回 円 ※採水作業は午前2回、午後3回を標準とする。（5回/日）

(流量観測を含む) 測量技師補 人 × = 円

測量補助員 人 × = 円

計 円

円 × = 円

3 試料採取 回 円 ※採取作業は午前2回、午後3回を標準とする。（5回/日）

（土壌） 測量技師補 人 × = 円

測量補助員 人 × = 円

計 円

円 × = 円

4 電子成果品作成費 式 円 円

5 旅費交通費 式 円 ガソリン  × = 円

運転時間当り損料 ｈ × = 円

共用日当り損料 = 円

計 = 円

日 × = 円

6 水質試験（1） 検体 円 水素イオン濃度（ＰＨ） 円

浮遊物質量（ＳＳ） 円

ｎ－ヘキサン抽出物質 円

電気伝導率 円

濁度 円

計 円

7 水質試験（2） 検体 円 水素イオン濃度（ＰＨ） 円

生物化学的酸素要求量（BOD） 円

化学的酸素要求量（COD） 円

浮遊物質量（ＳＳ） 円

大腸菌群数（最確数法） 円

ｎ－ヘキサン抽出物質 円

電気伝導率 円

濁度 円

計 円

1

積   算   の   基   礎 摘　要

No.単　価　算　出　調　書

Nｏ． 細   目 単位 単  価

1.5

2.00

1/5

1.00

1.00

2.6

1.00

28

2.00

1.00

1/5

札　幌　市

(建設物価+積算
資料)×1/2

(建設物価+積算
資料)×1/2



8 水質試験（3） 検体 円 水素イオン濃度（ＰＨ） 円

溶存酸素量（DO） 円

生物化学的酸素要求量（BOD） 円

化学的酸素要求量（COD） 円

浮遊物質量（ＳＳ） 円

大腸菌群数（最確数法） 円

全窒素（T-N） 円

全リン（T-P） 円

ｎ－ヘキサン抽出物質 円

電気伝導率 円

濁度 円

計 円

9 水質試験（4） 検体 円 水素イオン濃度（ＰＨ） 円

溶存酸素量（DO） 円

生物化学的酸素要求量（BOD） 円

浮遊物質量（ＳＳ） 円

大腸菌群数（最確数法） 円

ｎ－ヘキサン抽出物質 円

電気伝導率 円

濁度 円

計 円

溶出液作成料 3 × = 円

10 土壌溶出量試験 検体 円 四塩化炭素

1，2-ジクロロエタン 円

1，1-ジクロロエチレン

シス-1，2-ジクロロエチレン

1，3-ジクロロプロペン（Ｄ-Ｄ）

ジクロロメタン

テトラクロロエチレン（ＰＣＥ）

1，1，1-トリクロロエタン

1，1，2-トリクロロエタン

トリクロロエチレン（ＴＣB）

ベンゼン

クロロエチレン

カドミウム（Ｃｄ） 円

六価クロム（Ｃｒ（ＶＩ）） 円

総シアン（ＣＮ） 円

総水銀（Ｔ-Ｈｇ） 円

アルキル水銀（Ｒ-Ｈｇ） 円

セレン 円

鉛（Ｐｂ） 円

ヒ素(As) 円

フッ素 円

ホウ素 円

シマジン（ＣＡＴ） 円

チウラム 円

チオベンカルブ（ベンチオカーブ） 円

ポリ塩化ビフェニール（ＰＣＢ） 円

有機リン（ＥＰＮ） 円

1、4ジオキサン 円

計 円

No.

積   算   の   基   礎細   目 単位 単  価

2

複合・原単価表

単　価　算　出　調　書

Nｏ．

(建設物価+積算
資料)×1/2

積算資料

札　幌　市

(建設物価+積算
資料)×1/2

(建設物価+積算
資料)×1/2

方法

※12項目は同

一試験方法に

つき一括分析

とする。



11 土壌含有量試験 検体 円 含水比 円

カドミウム（Ｃｄ） 円

六価クロム（Cr (Ⅵ）) 円

総シアン（CN） 円

総水銀（Ｔ-Ｈｇ） 円

セレン 円

鉛（Ｐｂ） 円

ヒ素（Ａｓ） 円

フッ素 円

ホウ素 円

計 円

12 取りまとめ及び考察 箇所 円 基本歩掛は3回/箇所程度のﾃﾞｰﾀ取りまとめ歩掛。設計は1.82回／1箇所

並びに対策検討 （135回／74箇所）のため補正する。（1.82／3≒0.61）

現況水質（融雪水） 測量技師 人 × = 円

（一般地） 測量技師補 人 × = 円

計 円

13 取りまとめ及び考察 箇所 円 主任技師 人 × = 円

並びに対策検討 技師A 人 × = 円

（土壌分析） 技師B 人 × = 円

技師C 人 × = 円

計 円

複合・原単価表

0.61

1.40

札　幌　市

Nｏ． 細   目 単位 単  価 積   算   の   基   礎

3

2.50

2.60

0.61

0.70

No.
単　価　算　出　調　書

(建設物価+積算
資料)×1/2



調査業務・諸経費

（対象額が100万円を超え3,000万円以下の場合）
Z ＝ A × Y ｂ

Z ： 諸経費率（単位：％）
Y ： 対象額（単位：円）
A ： 変数値 A ＝ 285.3
ｂ ： 変数値 ｂ ＝ -0.113

Y ＝ 円
Z ＝ ％

諸経費 ＝ Y × Z
＝ 円 × ％
≒ 円以内

解析業務・その他原価

諸経費 ＝ 直接人件費 × α/(1-α)

α ＝

諸経費 ＝ 円 × 53.85%
≒ 円

解析業務・一般管理費等

一般管理費等 ＝ （ ＋ 諸経費 ） × β/(1-β)

β ＝ β/(1-β) ＝ 53.85％

一般管理費等 ＝ （ ＋ ） × 53.85%
＝ × 53.85%
≒ 円以内

諸  経  費  算  出  調  書

札  幌  市

直接人件費

0.35 α/(1-α) ＝ 53.85％

0.35


